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「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を図る
特別活動の実践課題

―― 特別活動で育成する豊かな心との関連から ――

林　尚示＊1・安井　一郎＊2・鈴木　樹＊3・眞壁　玲子＊4・ 元　笑予＊5・下島　泰子＊6

学校教育学分野

（2024年 9 月30日受理）

１．本研究の目的

　現在の教育改革において，ウェルビーイング（well-

being）の向上が目指されている。本研究の目的は，
「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を図
る特別活動の実践課題について，特別活動で育成する
豊かな心とは何かという視点との関連を意識して検討
することである。
　「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」と
は，第134回中央教育審議会総会で答申された「次期
教育振興基本計画について（答申）（中教審241号）」
（中央教育審議会，2023）に登場する用語である。こ
の答申では，2つのコンセプトのうちの 1つとして
「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」が提
起されている。
　それを受けて，このコンセプトは文部科学省の新た
な「教育振興基本計画（令和 5年度～ 9年度）」（2023
年 6 月16日閣議決定，以下，第 4期教育振興基本計
画）に採用されている。つまり，「日本社会に根差し
たウェルビーイング」は現在の日本の教育改革のコン
セプトとして重視されているものである。
　日本社会に根差したウェルビーイングの要素として
は，「幸福感（現在と将来，自分と周りの他者）」，「学
校や地域でのつながり」，「協働性」，「利他性」，「多様
性への理解」，「サポートを受けられる環境」，「社会貢

献意識」，「自己肯定感」，「自己実現（達成感，キャリ
ア意識など）」，「心身の健康」，「安全・安心な環境」
などが含まれている。
　本研究では，ウェルビーイングの向上において特別
活動が重要な役割を果たすと考える。しかし，ウェル
ビーイングの向上と学習指導要領における豊かな心の
育成との関係は曖昧であった。そのため，ウェルビー
イングの向上において豊かな心を育成する特別活動の
役割と課題について，本研究で検討することとした。

２．方法

　本研究の方法は文献研究である。「日本社会に根差
したウェルビーイングの向上」という視点から，我が
国の教育課程における特別活動及び豊かな心の育成に
関する文献，並びに，国内外の教育政策に関する文献
を分析し，今後の教育課程改革に資する新たな論点や
課題の抽出を試みる。今回の研究では，特別活動及び
関連する研究分野におけるこれまでのウェルビーイン
グの向上と豊かな心の育成との関係に関する論点を整
理・検討し，豊かな心を育成する特別活動の新たな実
践課題を明らかにすることで，特別活動研究の更なる
発展に寄与できるものと考えている。
　現行の2017（平成29）年版学習指導要領は，2年
ほど後に予定されている次期の改訂に向けて検討が進
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められている。現時点で文献研究により今後の特別活
動の在り方を検討することは価値があるものと考え
た。なお，対象とする文献は，日本の文部科学省によ
る文献，OECD（Organisation for Economic Co-operation 

and Development：経済協力開発機構）による文献な
どである。
　文部科学省による文献としては，中央教育審議会の
資料，教育振興基本計画，学習指導要領とその解説な
どを取り扱う。
　OECDによる文献としては，2015年から進められて
きたOECD Future of Education and Skills 2030プロジェ
クト（Education 2030プロジェクト）の成果である
「OECDラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030」
（OECD，2019）などを扱う。その他，関連する文献
についても取り扱う。 （林尚示）

３．結果

（1）「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」
①「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」が
必要とされる背景と特別活動の関係
　文部科学省は2023（令和 5）年度の第 4期教育振興
基本計画において「日本社会に根差したウェルビーイ
ングの向上」を掲げた。「急速な技術革新，人口減
少・高齢化の進展などの国内状況の変化，グローバル
化やSDGs達成に向けた世界的な取組の進展といった
国際環境の変化等を踏まえた今後の教育政策」（文部
科学省，2023a）を反映している。ここでは，Society 

5.0を見据えた「一人一人の幸せ」を目指している。
　具体的には子どもが安心して過ごせる居場所の確
保，様々な体験活動を通して自己肯定感を持ち，将来
的に社会で活躍できるようにすることである。不登
校，いじめ防止，特別支援教育，ヤングケアラーへの
支援策といった福祉的な観点を視野に入れている。
　子どもたち一人一人の尊重や学校での居場所の確保
という点で，いじめ防止の観点からは特別活動におけ
る「学級活動，学校行事などとの関連，教師と生徒，
生徒相互の信頼関係，学級経営の充実」が示されてい
る。その中で，「いじめの未然防止を含めた生徒指導
との関連を図る」ことが必要とされている。
　「体験活動を通して自己肯定感を持つ」ことについ
ては，特別活動における集団活動を通した体験活動に
より達成感や幸福感を得ることが見込まれる。将来の
社会での活躍については特別活動の「社会参画」を目
指した学校内の集団活動により「持続的な社会の担い
手」へとつながる。

　それに対してOECDの「学びの羅針盤2030」（OECD，
2019）では学習者の主体性やエージェンシーが示さ
れ，主体的な目標設定と振り返りにより，個人のみな
らず集団のウェルビーイングを目指すとしている。経
済的豊かさだけではなく，「生活の質」の観点から
ウェルビーイングを捉えている。
　松尾ら（2020）は，主体性に近い概念であるエー
ジェンシー（agency）は「自分と世界によい影響を与
える能力，意志，自信などに関係しており，ウェル
ビーイングに向かう原動力である」（松尾ら，2020， 
p.115）と指摘する。また「社会参画」は特別活動と
エージェンシーの共通の概念であるとも指摘してい
る。
　児童生徒の生活満足度に関していえば，国立教育政
策研究所（国立教育政策研究所，2017a，p.5）がまと
めた「生徒のwell-beingの特徴と要素」（図 1）があ
る。ここに表わされているのは，PISA2015の生徒の
生活満足度の調査から得られた要素である。
　この調査は，「学力（成績）そのものよりもむしろ，
友達との関係，教師との関係など，他者とのつながり
の方が児童生徒の主観的幸福感を向上する上で重要な
役割を果たしている」（文部科学省，2024，p.11）と
している。
　特別活動は集団活動や社会参画につながる活動を通
して，個人としての生活満足度や主観的幸福感，自己
肯定感を高め，自己実現へとつなげていく可能性があ
る。個人がエージェンシーを高めることで，集団の
ウェルビーイングを目指すことができる。
　これらを踏まえたウェルビーイングの捉え方とし
て，主として福祉的視点と個人のウェルビーイングを
重視した文部科学省と学習者のエージェンシーと集団

図１　生徒のwell-beingの特徴と要素
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のウェルビーイングを中心としたOECDの捉え方をど
のように両立していくかが課題となる。 （下島泰子）

②日本社会に根差したウェルビーイングの要素と特別
活動の関係
　第 4期教育振興基本計画（文部科学省，2023a）に
おいて，「日本社会に根差したウェルビーイングの要
素」が提案されている。ウェルビーイングの国際的な
比較調査においては，「自尊感情や自己効力感が高い
ことが人生の幸福をもたらすとの考え方が強調されて
おり，これは個人が獲得・達成する能力や状態に基づ
くウェルビーイング（獲得的要素）を重視する欧米的
な文化的価値観に基づく側面がある」とされている。
しかし，「我が国においては利他性，協働性，社会貢
献意識など，人とのつながり・関係性に基づく要素
（協調的要素）が人々のウェルビーイングにとって重
要な意味を有して」おり，「ウェルビーイングの獲得
的要素と協調的要素を調和的・一体的に育む日本発の
ウェルビーイングの実現を目指すことが求められる」
としている。「こうした『調和と協調（Balance and 

Harmony）』に基づくウェルビーイングの考え方は世
界的にも取り入れられつつあり，我が国の特徴や良さ
を生かすものとして国際的に発信していくことも重要
である」（文部科学省，2023a，p.9）としている。
　そして，先にも述べたとおり，「日本社会に根差し
たウェルビーイングの要素」として，「幸福感（現在
と将来，自分と周りの他者）」，「学校や地域でのつな
がり」，「協働性」，「利他性」，「多様性への理解」，「サ
ポートを受けられる環境」，「社会貢献意識」，「自己肯
定感」，「自己実現（達成感，キャリア意識など）」，
「心身の健康」，「安全・安心な環境」などが挙げられ
ており，「これらを，教育を通じて向上させていくこ
とが重要」としている（文部科学省，2023a，p.9）。
　また，第 4期教育振興基本計画の目標 2が「豊かな
心の育成」であり，「子供たちの豊かな情操や道徳心
を培い，正義感，責任感，自他の生命の尊重，他者へ
の思いやり，自己肯定感，人間関係を築く力，社会性
などを，学校教育活動全体を通じて育み，子供の最善
の利益の実現と主観的ウェルビーイングの向上を図る
とともに人格形成の根幹及び民主的な国家・社会の持
続的発展の基盤を育む。」（文部科学省，2023a，p.40），
としている。その【基本施策】として，「子供の権利
利益の擁護」，「主観的ウェルビーイングの向上」，「道
徳教育の推進」，「発達支持的生徒指導の推進」，「いじ
め等への対応，人権教育の推進」，「児童生徒の自殺対
策の推進」，「生命（いのち）の安全教育の推進」，「体

験活動・交流活動の充実」，「読書活動の充実」，「伝統
や文化等に関する教育の推進」，「青少年の健全育成」，
「文化芸術による子供の豊かな心の育成」が挙げられ
ている。これらは，すべて，特別活動の内容と関連し
ている。
　文部科学省（2024)「令和 5年度全国学力・学習状
況調査 ウェルビーイングに関する分析報告書―学校
という『場』のウェルビーイングの醸成に向けて―」
では，令和 5年度全国学力・学習状況調査（小学生
N＝985,360）（中学生N＝912,648）において，「学校
に行くのは楽しいと思いますか」と「普段の生活の中
で，幸せな気持ちになることはどれくらいあります
か」の 2項目の1-4点（数値が高いほど幸福感も高く
なるように補正）の平均点を「主観的幸福感得点」と
している。この結果，児童生徒の主観的幸福感は小学
生が3.35，中学生が3.24で 3 を超えていた。これらの
項目の共分散構造分析の結果，「学校という場所にお
いては，友達との関係，教師との関係など，他者との
つながりが児童生徒の主観的幸福感にとって重要。」
との結果を導いている（文部科学省，2024，pp.40-
43）。
　特別活動で育成される資質・能力には，小学校学習
指導要領の目標に「集団や社会の形成者としての見
方・考え方を働かせ」，「様々な集団活動に自主的，実
践的に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しながら
集団や自己の生活上の課題を解決することを通して」，
「多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動
を行う上で必要となることについて理解し」，「集団や
社会における生活及び人間関係をよりよく形成すると
ともに」，「集団や自己の生活，人間関係の課題を見い
だし，解決する」という集団活動や人間関係に関する
事項が多く示されている（文部科学省，2017，p.183）。
また，特別活動は「第 3  指導計画の作成と内容の取
扱い」に示されているように，「学級活動における児
童の自発的，自治的な活動を中心として，各活動と学
校行事を相互に関連付けながら，個々の児童について
の理解を深め，教師と児童，児童相互の信頼関係を育
み，学級経営の充実を図る」（文部科学省，2017，
p.188）という役割をもっている。調査結果が示す主
観的幸福感では「友達との関係，教師との関係など，
他者とのつながり」が重要であり，人間関係をよりよ
くするためには，特別活動がその役割を担うと言える。
　また，特別活動で育成される社会生活に生きて働く
汎用的な力が，『特別活動指導資料 みんなで，よりよ
い学校・学級をつくる特別活動 小学校編』（国立教育
政策研究所教育課程研究センター，2018）に分かりや
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すく説明されている。その中で，ウェルビーイングと
関連するものは，「いじめの未然防止を含めた生徒指
導との関連を図る」（国立教育政策研究所教育課程研
究センター，2018，p.33），「特に学級活動（1）を中
心とした自発的，自治的な活動を通して，児童が互い
に協力し合い認め合う中で，自分が他者の役に立つ存
在であることを実感し，自分のよさや可能性を発揮し
て自信をもつ」という体験を通した「自己有用感」の
育成（国立教育政策研究所教育課程研究センター， 
2018，p.33），「キャリア教育の要としての役割」（国
立教育政策研究所教育課程研究センター，2018， 
pp.36-37）が挙げられる。
　以上の結果から，「学校に行くのは楽しいと思う」，
「普段の生活の中で，幸せな気持ちになる」という
ウェルビーイングを学校生活の中でつくるのは，特別
活動であるといえる。 （鈴木　樹）

（2）豊かな心と特別活動の関係 
①豊かな心を育むことが求められる背景
　我が国の教育は，戦後1947（昭和22）年に定めら
れた教育基本法に基づき，「人格の完成」を目標に教
育活動を実施してきた。（第 1条（教育の目的）教育
は，人格の完成をめざし，平和的な国家及び社会の形
成者として，真理と正義を愛し，個人の価値をたつと
び，勤労と責任を重んじ，自主的精神に充ちた心身と
もに健康な国民の育成を期して行われなければならな
い。）さらに2006（平成18）年に教育基本法の改正が
行なわれ，「教育は，人格の完成を目指し，平和で民
主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備え
た心身ともに健康な国民の育成を期して行われなけれ
ばならない。」（教育基本法第 1条）とともに，基礎
的・基本的な知識・技能，思考力・判断力・表現力等
及び主体的に学習に取り組む態度を重視し（学校教育
法第30条第 2項），学校教育においてはこれらを調和
的に育むことが必要である旨が法律上規定された。
　2008（平成20）年 1月の中央教育審議会答申「子
どもの心身の健康を守り，安全・安心を確保するため
に学校全体としての取組を進めるための方策につい
て」では，社会状況等の変化に伴い様々な課題が生じ
ているが，「子どもが心身ともに健やかに育つことは，
国や地域を問わず，時代を越えて，全ての人々の願
い」と述べている。同じく中央教育審議会答申「幼稚
園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学
習指導要領等の改善について」には，子供たちの生命
尊重の精神，自尊精神の乏しさ，基本的な生活習慣の
未確立，規範意識の低下，人間関係を形成する力の低

下など，心の活力が弱っているとの指摘がなされてい
る。これを受け，2008年 3 月28日に学習指導要領が
告示された。総則によると，「豊かな心」の定義を
「他人を思いやる心，生命や人権を尊重する心，自然
や美しいものに感動する心，正義感や公正さを重んじ
る心，勤労観・職業観など」とし，「子どもたちに豊
かな人間性と社会性を育むための教育を実現する。」
と示している。具体的には，徳育の充実の他，国語を
はじめとする言語に関する能力の重視や体験活動の充
実により，他者，社会，自然・環境と関わる中で，こ
れらとともに生きる自分への自信をもたせる必要があ
るとの提言がなされた。
　なお，この時に示された「生きる力」は，その後も
引き続き教育の目的として掲げられ，3つの柱「知・
徳・体」をバランスよく育てる教育活動を行なってき
ている。
　「豊かな人間性」とは，文部科学省の掲げる「生き
る力」の 1つである。相手や周りを思いやる心，心の
琴線に触れて感動する体験などを「豊かな人間性」と
している。そのほか，知識やスキルだけでなく，主体
性を持って学び，考え，判断，行動する問題解決能力
としての「確かな学力」，たくましく生きるための
「健康・体力」などと同時に，「生きる力」を身に付け
ることが子供の育成に求められることだとしている。
　2023（令和5）年12月に国立教育政策研究所が公開
した「PISA2022の結果概要（日本）」によると，日本
は， OECD加盟国37カ国中「数学的リテラシー」1位，
「読解力」2位，「科学的リテラシー」1位と 3分野す
べてにおいて世界トップレベルとなり，OECDが分析
する「レジリエントな」国・地域の 1つと位置づけら
れた（文部科学省，2023d，p.2）。さらに，結果公表
に合わせた国際イベントにてOECDのシュライヒャー
教育・スキル局長は，日本について，「新型コロナウ
イルス感染症の流行に関連する混乱を乗り切り，不利
な状況下でも学習が継続できるように，より良く準備
されたレジリエントな国」と評価した。盛山文部科学
大臣はこの評価に対し，「先生方が感染予防の様々な
工夫を講じながら，学校を再開することに尽力」した
ことや「対面での教師と子供や子供同士の関わり合い
を通じた学習の機会を極力確保」したこと等が今回の
結果につながったと述べた。また，「日本では，教科
指導，生活指導，清掃，給食の指導等を一体的に行
い，確かな学力，豊かな人間性，健やかな体をバラン
スよく育む『日本型学校教育』を行っている」と紹介
し，「コロナ禍を通じて，学校は対面での教育や協働
的な学びの場を提供するほか，居場所・セーフティ
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ネットとしての役割を果たし，子どもたちのウェル
ビーイングの向上に寄与していることが明らか」に
なったこと，学校は，「多様な他者を尊重し，包摂的
な社会を形成するための重要な基盤でもある」と述べ
た（文部科学省 今日の出来事 令和 5年12月「OECD

生徒の学習到達度調査（PISA）の結果公表に合わせ
た国際イベントに盛山大臣が登壇」，2023）。
　以上のことから，日本の全人教育が世界のトップク
ラスの成績をあげ，レジリエントな国として位置づけ
られたのは，感染症の流行や災害の発生など非常時の
みならず，変化の激しい社会を生きる子どもたちに
とって，普段から自律的に学んでいくことができる経

験を重ねてきたことによる成果であると考える。つま
り，今後も学習指導要領にある「主体的な学び」を
日々の授業で実践し，「生きる力」を育んでいくこと
が重要であると考える。

②豊かな心の育成に関わる学習指導要領と特別活動の
変遷
　表 1に示す様に，学習指導要領は初めは試案として
示されていたが，学校間での取組の差が出てきたこと
もあり，1958（昭和33）年の改訂から法的な拘束力
を持つようになった。この変遷の中で一貫して教育基
本法に基づき，「人格の形成」を目標に掲げ，知・

表１　豊かな心の育成に関わる学習指導要領と特別活動の変遷

年 改訂の特色 小学校特別活動 背景など
1947
S22

試案，児童中心主義，経験主義 自由研究（教科として） 戦後新教育の開始，民主主義

1951
S26

「試案」を整理，経験主義の継続，教科と教科
外，先ず健康，生活に必要な基本的な知識・理
解・態度・技能，社会的に望ましい行為ができ
る

自由研究を廃止，教科以外の活動を新設（学級
会，児童会，クラブ活動，児童集会）余暇利用，
集団行動，その他身体的，社会的，情緒的発達
に関する目標到達に貢献

法的拘束性なく学校間の取組差 戦
災からの復興

1958
S33

法的基準（告示），教科重視，系統主義，道徳
の時間の新設，道徳教育は学校の教育活動全体
を通じて行う，人間尊重の精神を社会の具体的
な生活の中に生かす

特別教育活動：児童活動（児童会活動，学級会
活動，クラブ活動），学校行事等，実践活動を通
して，個性の伸長を図り，心身ともに健康な生
活ができるようにする

学力重視，産業政策

1968
S43

人間として調和のとれた育成，幅広い知識と教
養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊か
な情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体
を養うこと，道徳教育は，学校の教育活動全体
を通じて行なう

特別活動：特別教育活動と学校行事等を統合，
人間形成のうえから重要な教育活動を総合，児
童活動（児童会活動，学級会活動，クラブ活動），
学校行事，学級指導，望ましい集団活動を通し
て心身の調和的な発達を図る

高度経済成長期，落ちこぼれ，受
験戦争，校内暴力増加と詰め込み
反省

1977
S52

個性の重視，ゆとりの時間，時数削減，内容の
精選，知徳体の調和のとれた人間性豊かな児童
生徒の育成

特別活動：奉仕の精神を追加，望ましい集団活
動を通して，心身の調和的な発達を図るととも
に，個性を伸長し，協力してよりよい生活を築
こうとする実践的態度を育てる

詰め込みへの反省からゆとりを重
視

1989
H元

新学力観，自ら学び，自ら考える力，主体的に
行動する能力，生活科，豊かな心を持ち，たく
ましく生きる人間の育成

学級活動を新設，学級活動・児童会活動・クラ
ブ活動・学校行事，望ましい集団活動を通して，
心身の調和的な発達を図るとともに，個性を伸
長し，協力してよりよい生活を築こうとする実
践的態度を育てる

社会の情報化，国際化，核家族化
増加，多様化，ゆとり教育の一層
の充実が求められる

1998
H10

ゆとり教育，自から学ぶ意欲，社会の変化に主
体的に対応できる能力の育成，「生きる力」，「自
らを律しつつ他人とともに協調し，他人を思い
やる心や感動する心など，豊かな人間性」週 5
日制，総合的な学習の時間

特別活動：学級活動（健全な生活態度の育成に
資する活動，集団への所属感と体験的活動を重
視），児童会活動，クラブ活動，学校行事

経済のグローバル化，社会の情報
化，技術革新など激しく変化する
社会

2008
H20

2006年教育基本法改正を受け「生きる力」，確
かな学力，豊かな心や健やかな体の調和を重視
する，時数増加，言語活動，理数教育，伝統文
化，道徳教育の充実，自然体験や社会体験など
の体験活動を充実，外国語活動

特別活動：目標「集団の一員としてよりよい生
活や人間関係を築こうとする自主的，実践的な
態度を育てる」，言語活動の充実

PISAやTIMSS等の国際的な学力調
査の結果を受けて学力論争が再燃，
不登校やいじめなどの教育問題

2015
H27

特別の教科　道徳 深刻ないじめの本質的な解決に向
けて　

2017
H29

社会に開かれた教育課程，主体的・対話的で深
い学び「生きる力」の理念を引き継ぐ，小学校
外国語，カリキュラム・マネジメント，道徳教
育や体験活動，多様な表現や鑑賞の活動等を通
して豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の
充実

特別活動：集団や社会の形成者としての見方・
考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実
践的に取り組み，互いのよさや可能性を発揮し
ながら集団や自己の生活上の課題を解決するこ
とを通して，次のとおり資質・能力を育成する
ことを目指す 

知識基盤社会において情報化，グ
ローバル化，予測困難な時代に一
人一人が未来の創り手となり人生
を切り拓く

注）国立教育政策研究所，2017bより筆者作成。
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徳・体をバランスよく育てることが目標とされてき
た。
　この 8回の改訂を経た変遷の中で，特別活動は，
「自由研究」という教科として指導された時期もあっ
たが，1951（昭和26）年改訂から教科外として設置
され，「心身共に健康な生活ができるようにする」と
いう役割を持っていた。1968（昭和43）年改訂では，
人間形成の上から重要な教育活動を総合して，「特別
活動」が設置されている。この考えがその後に受け継
がれ，2017（平成29）年改訂で，「学校教育において
子供の心身の調和のとれた発達や個性の伸長を図り，
自主的で実践的な態度を育てるための活動」と示され
ている。

③豊かな心と特別活動の果たす役割
　都市化や少子化，地域社会における人間関係の希薄
化などが進む中で，児童の豊かな人間性や社会性など
を育むためには，成長段階に応じて，ボランティア活
動など社会奉仕体験活動や自然体験活動をはじめ，
様々な体験活動を行うことが大切である。文部科学省
では，2002（平成14）年度から「豊かな体験活動推
進事業」を実施し，各都道府県に「体験活動推進地
域・推進校」（14年度～），「地域間交流推進校」（15
年度～），「長期宿泊体験推進校」（16年度～）を指定
し，他校のモデルとなる体験活動の推進を図ってい
る。また，2005（平成17）年度からは，命の大切さ
を学ぶのに有効な体験活動について調査研究を実施し
ている。
　令和 2年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プ
ロジェクト」青少年の体験活動の推進に関する調査研
究報告書（文部科学省，2020）によると，「『21世紀出
生児縦断調査（平成13年出生児）』で回答されたデー
タを再分析したところ，小学生の頃に体験活動（自然
体験，社会体験，文化的体験）や読書，お手伝いを多
くしていた子どもは，その後，高校生の時に自尊感情
や外向性，精神的な回復力といった項目の得点が高く
なる傾向が見られた。」また，「小学生の頃に異年齢の
人とよく遊んだり，自然の場所や空き地・路地などで
よく遊んだりした経験のある高校生も同様の傾向が見
られた。」という結果が示されている。
　体験活動は，現在も推進されており，2022（令和 4）
年 2月に公表した文部科学省「教育進化のための改革
ビジョン」に基づき，企業と連携した子供たちの「リ
アルな体験」機会の充実を全国規模で推進するため，
6月，末松前文部科学大臣が「子供の体験活動推進宣
言」を発表している。以上のことから，特別活動にお

ける体験活動は，豊かな心を育む大きな役割を果たし
ていると考える。

④特別活動の目から見た豊かな心とは何か
　特別活動は，学校教育において子どもの心身の調和
のとれた発達や個性の伸長を図り，自主的で実践的な
態度を育てるための活動である。子どもたち自身が自
分たちの学校や生活を作っていくその実践力に一番希
望があり，これを大切にしながら豊かな心を育ててい
くことが重要である。実生活の課題を解決するため
に，互いのよさや可能性を発揮できるような様々な集
団活動を通して，各教科等における学びを実践の場面
で総合的に活用して実践する時間として特別活動は大
切な役割を果たしている。特別活動における豊かな心
は，子どもたちが自分たちの学級や学校の生活をより
よいものとして実現していく生活づくりの過程として
具体化される。さらに，特別活動は，「日本社会に根
差したウェルビーイングの向上」の一翼を担い，予測
困難な未来を生きる子どもたちに必要な資質や能力を
育む重要な領域である。

⑤「豊かな心」の定義
　「豊か」とは辞書を引くと，「満ち足りて不足のない
様，心や態度にゆとりがあって，落ち着いている様」
（大辞泉）の意味で，「豊かな心」とは，人々が幸福で
満足感を感じ，心の豊かさをもつことである。
　豊かな心とは，単なる思いや心情ではなく，具体的
な行動に至る過程として捉える必要がある。道徳で道
徳的な心情を育てることは大切なことであるが，これ
を実際に「～したい，しようという意欲・意思を持
ち，どうすればそれを実現できるのかを考え，判断
し，決定する実践力を駆使する一連の過程」として捉
える必要がある。 （眞壁玲子）

（3）豊かな心の構成要素について
　『平成18年版文部科学白書』（2006）では豊かな心
を育むために，道徳教育と体験活動の充実が必要だと
指摘されている。「文部科学省実績評価書平成20年度
実績」（文部科学省，2008a）によると，豊かな心の育
成について，以下のように書かれている。他人を思い
やる心，生命や人権を尊重する心，自然や美しいもの
に感動する心，正義感や公正さを重んじる心，勤労
観・職業観など，子どもたちに豊かな人間性と社会性
を育むための教育を実現する。そこから分析すると，
豊かな心の構成要素について，主に道徳教育と体験活
動（特別活動）に分けられる。
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①道徳教育の要素
　道徳教育の要素とは，他人を思いやる心，生命や人
権を尊重する心，自然や美しいものに感動する心，正
義感や公正さを重んじる心である。小・中学校の道徳
教育については，2015（平成27）年 3月に学校教育
法施行規則が改正され，「道徳」が「特別の教科 道徳」
（以下「道徳科」という。）として新たに位置付けら
れ，新学習指導要領による実践が，小学校では2018
（平成30）年度から，中学校では2019（平成31）年度
から実施された。道徳教育の目標は学校の教育活動全
体を通じて，道徳的な心情，判断力，実践意欲と態度
などの道徳性を養うことである。道徳性とは，人間と
してよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を
可能にする人格的特性であり，「生命尊重」「思いや
り」などの道徳的諸価値が一人一人の内面において統
合されたものである。
　小・中学校の学習指導要領における道徳の内容は，
児童生徒の道徳性を次の 4つの視点から分類・整理
し，内容の全体構成や相互の関連性・発展性を明確に
して，児童生徒の内面に根ざした道徳性の育成を図る
こととしている。視点A「主として自分自身に関する
こと」は望ましい生活習慣を身に付ける，着実にやり
抜く強い意志を持つ，よいことと悪いことの区別をす
る，真理を愛する，自己の向上を図るなどである。視
点B「主として人との関わりに関すること」は礼儀正
しくする，思いやりの心を持つ，互いに励まし合う，
それぞれの個性や立場を尊重するなどである。視点C

「主として集団や社会との関わりに関すること」は役
割と責任を自覚し集団生活の向上に努める，法や決ま
りを守る，公徳心を高め，よりよい社会の実現に努
め，郷土や国を愛しその発展に努める，世界の平和と
人類の幸福に貢献するなどである。視点D「主として
生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること」は
自然や動植物を大切にする，生命を大切にする心を持
つ，人間の力を超えたものに対する畏敬の念を持つな
どである。道徳教育の目標を達成するために指導すべ
き内容は児童生徒の対象の広がりに即して，以上の
4つの視点によって構成されている。教育活動全体を
通じて行われる道徳教育の要としての道徳科はもとよ
り，全教育活動において，指導されなければならない。
　また，教科書の内容項目の分析から，元ら（2018）
によると，小学校から中学校までの結果については，
「生命の尊さ」という内容項目の掲載数はすべて 1位
で，小学校高学年と中学校については，「友情・信頼」
という内容項目の掲載数が上位である。小学校低学年
では，「善悪の判断，自律，自由と責任」という内容

項目の掲載数が上位になっていた。学習指導要領の趣
旨を踏まえた道徳教育を推進することにより，他人を
思いやる心や生命を尊重する心，自然や美しいものに
感動する心，正義感や公正さを重んじる心など児童生
徒の豊かな心を育むことができると考えられる。

②体験活動（特別活動）の要素
　体験活動（特別活動）の要素とは，勤労観・職業観
など，子どもたちに豊かな人間性と社会性を育むため
の教育を実現することである。近年，都市化や少子
化，地域社会における人間関係の希薄化などが進む中
で，児童生徒の豊かな人間性や社会性などを育むため
には，成長段階に応じて，ボランティア活動など社会
奉仕体験活動や自然体験活動をはじめ，様々な体験活
動を行うことが大切である。文部科学省（2008b）で
は，体験活動は豊かな人間性，自ら学び，自ら考える
力などの生きる力の基盤，子どもの成長の糧としての
役割が期待されていることを指摘している。
　豊かな体験活動は，児童生徒が学びながら楽しむこ
とができる様々な活動を指し，具体的な例としては，
集団宿泊活動，職場体験活動や就業体験活動，ボラン
ティア活動，自然体験活動，地域の行事への参加など
である。小学校学習指導要領の第 6章特別活動では，
学校行事については，自然体験や社会体験などの体験
活動を充実するとともに，体験活動を通して気付いた
ことなどを振り返り，まとめたり，発表し合ったりす
るなどの活動を充実するよう工夫することと指摘され
ていた。学校行事を通して，望ましい人間関係を形成
し，集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養
い，協力してよりよい学校生活を築こうとする自主
的，実践的な態度を育てるという目標の下で，各学校
においては，学校の教育活動全体において学校の実情
や児童生徒の実態を考慮し，豊かな体験（集団宿泊活
動，職場体験活動や就業体験活動，ボランティア活
動，自然体験活動，地域の行事への参加など）の積み
重ねを通して児童生徒の道徳性が養われるよう配慮す
ることが大切であると考えられる。
　また，体験活動の実施は思考や実践の出発点あるい
は基盤として，思考や知識を働かせ，実践して，より
よい生活を創り出していくために体験が必要であると
されている。特別活動は，単なる体験ではなく，子ど
もたちの生活の内実を創りだし，学校教育の基盤とし
ての役割を果たす。特別活動における体験活動を通じ
て，児童生徒が豊かな心を育むとともに，自らの感覚
や行為を通して効果を実感することだと考えられる。 

（元笑予）
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４．結論

　本研究では，「日本社会に根差したウェルビーイン
グの向上」を図る特別活動の実践課題について，特別
活動で育成する豊かな心とは何かという視点から検討
を進めてきた。特に，「日本社会に根ざしたウェル
ビーイング」とは何か，「豊かな心」とは何か，そし
て，ウェルビーイングの向上，豊かな心の育成と特別
活動の関係の検討に基づいて，わが国の児童生徒の
ウェルビーイングの向上を図るための教育課程改革の
課題について，以下のような示唆を得ることができ
た。

（1）ウェルビーイングの本質的な意味を考える
　第 4期教育振興基本計画において，ウェルビーイン
グは，「『身体的・精神的・社会的に良い状態』として
定義づけられ，短期的な幸福のみならず，生きがいや
人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概
念」（文部科学省，2024b，p.1）とされている。また，
同計画では，「教育に関連するウェルビーイングの要
素」として，自己肯定感他11の要素を挙げ，「これら
を，教育を通じて向上させていくことが重要」（同上，
p.2）としている。しかし，これらの要素の達成度の
総体として，ある一定の幸福の状態に達することが求
められるウェルビーイングなのだろうか。
　万人が認めるある一定の幸福の状態があり，そこに
達すれば，それがウェルビーイングになるということ
ではないのではないか。これがウェルビーイングであ
るという決まった状態があるのではなく，ウェルビー
イングな生き方を実現していく過程に意味がある。
ウェルビーイングな生き方とは，誰かが決めた「正し
い生き方」，「正しい在り方」を目指すことではない。
私，あなた，私たちが，自分らしく，安心して，伸び
伸びと生きる生き方を実現していく過程である。自分
たちでそのような生き方，在り方を決めることがで
き，その実現を目指して歩んでいくことができるとい
うことである。それ故，自治と文化の創造を核とする
生活づくりの活動であり，その中で，I am OK, You 

are OK, We are OKという生き方を探求していく過程
である特別活動が，ウェルビーイングの実現に重要な
役割を果たすのである。個と集団の関係が常に問われ
ている特別活動だからこそ，個人のウェルビーイング
と集団のウェルビーイング，児童生徒のウェルビーイ
ングと教師のウェルビーイングの一体的実現が図ら
れ，多様な個人を実現することにより，社会の持続可
能な発展（社会のウェルビーイング）が実現される。

（2）豊かな心の本質的な意味を考える
　豊かな心とは，単なる思いや気持ちではない。社会
的現象は個人の性格や内面から説明できるとして，個
人の内面（「心」の有り様）への関心や，友情，思い
やり等の道徳的心情をとりわけ重視する心理主義，心
情主義に陥ってはならない。道徳的価値（徳目）の獲
得を重視するが故に，心理主義，心情主義に陥りがち
な道徳の授業だけでは，本当の意味での豊かな心を育
成することはできない。
　道徳の授業における徳目のように，豊かな心の要素
を細かく分析し，積み上げていくのではなく，～をし
たい，しようという意欲・意思を持ち，どうすればそ
れを実現できるのかを考え，判断し，決定する批判的
思考力を働かせ，それを実際に実現させることのでき
る実践力を駆使する一連の過程として豊かな心を捉え
る必要がある。すなわち，個人の内面的で，抽象的な
「心」の有り様ではなく，それがどのような行動とし
て具体化されていくのか，その実現に至る過程として
豊かな心を捉えることが必要である。
　「子どもたち自身が自分たちの学校や生活を作って
いくその実践力に最大の希望があり，これを大切にし
ながら豊かな心を育てていくことが重要」と指摘され
ているように，特別活動において，豊かな心は，子ど
もたちが自分たちの学級や学校の生活をよりよいもの
として実現していく生活づくりの過程として具体化さ
れる。子どもたち一人一人が，学級や学校の「いま」
という時間と空間をどう生きるかが豊かな心の内実と
なり，ウェルビーイングを実現していく過程となる。

（3）特別活動を基軸とするカリキュラムを構想する
　「我が国においては利他性，協働性，社会貢献意識
など，人とのつながり・関係性に基づく要素（協調的
要素）が人々のウェルビーイングにとって重要な意
味」を有すると指摘されている（文部科学省，2023a，
p.9）ように，「日本社会に根差したウェルビーイング」
の実現を考える際のキーワードの 1つは，「つながり」
である。しかし，その点から現在の日本のカリキュラ
ムを見ると，各教科，道徳科，総合的な学習（探究）
の時間，特別活動という細分化された教科・領域に
よって構成されており，教科・領域の相互のつながり
や往還が弱いという課題が指摘できる。学校が，「多
様な他者を尊重し，包摂的な社会を形成するための重
要な基盤」となるためには，上記のように，ウェル
ビーイングの向上において重要な役割を果たす特別活
動を基軸として教科・領域のつながりを意図したカリ
キュラムの在り方を検討する必要がある。
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　子どもたちの生活から切り離されてはウェルビーイ
ングは実現できない。これまで検討してきたように，
特別活動は，自治と文化の創造を核とする生活づくり
の活動であり，自分たちの学級や学校の生活をよりよ
いものとして実現していく過程が，子どもたちにとっ
ても，教師にとっても，個人のウェルビーイングと集
団のウェルビーイングの一体的実現を図る過程として
機能する。それ故，各教科，道徳科，総合的な学習
（探究）の時間，特別活動が，それぞれの固有の論理
によって固定化された領域としてではなく，特別活動
を基軸として，子どもたちの生活課題の探究（＝経
験）の過程に即して，相互環流的に機能するカリキュ
ラムを実現する必要がある。
　それでは，ウェルビーイングの向上を図るために，
どのようなカリキュラムを構想すればよいのだろう
か。本研究では，まだ具体的なカリキュラムを策定で
きる段階には至っていないが，1つの手がかりとして，
図 2のようなカリキュラムのイメージを提示したい。
　これは，日本特別活動学会課題研究プロジェクト
「特別活動研究の研究史的メタ分析と特別活動原論の
整理」において，筆者が戦後のコア・カリキュラムの
研究に基づいて，提起したカリキュラム・モデルに一
部修正を加えたものである。このモデルは，「集団や
社会の形成者」として，どのような学校，どのような
地域，どのような社会を創っていくのか，ということ
を基本的なテーマとして，特別活動と各教科，道徳
科，総合的な学習（探究）の時間を，特別活動を軸と
して往還させていく螺旋型カリキュラムを表してい
る。ここでは，特別活動は，（中略）自治と文化の創
造を核とする生活づくりの活動として，教科や科学を
成立させ，文化を発生させる基盤としての役割を果た
している。」（安井一郎，2023，p.229）特別活動を基
軸として，各教科，道徳科，総合的な学習（探究）の

時間の意味と役割を明らかにし，それらの学びを個人
のウェルビーイングと集団のウェルビーイングの一体
的実現の過程として，相互環流的に関連づけ，発展さ
せていくことがこのカリキュラムの意味である。今
後，さらに，このカリキュラム・モデルの具体化を
図っていくことが今後の研究課題である。 （ 安 井 一
郎）
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「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を図る
特別活動の実践課題

―― 特別活動で育成する豊かな心との関連から ――

Practical Issues in Extracurricular Activities to
“Improve Well-being Rooted in Japanese Society”:

In Relation to the Rich Mind That is Nurtured through Extracurricular Activities

林　尚示＊1・安井　一郎＊2・鈴木　樹＊3・眞壁　玲子＊1・ 元　笑予＊4・下島　泰子＊5

HAYASHI Masami, YASUI Ichiro, SUZUKI Tatsuki, 
MAKABE Reiko, YUAN Xiaoyu and SHIMOJIMA Yasuko

学校教育学分野

Abstract

 The purpose of this study is to examine the practical issues of extracurricular activities to “improve well-being rooted in 

Japanese society” from the perspective of what is the rich spirit to be cultivated through extracurricular activities. Elements 

of well-being rooted in Japanese society include “sense of well-being (present and future, oneself and others around one),” 

“connections at school and in the community,” “cooperativeness,” “altruism,” “understanding of diversity,” “supportive 

environment,” “sense of social contribution,” “self-affirmation,” “self-realization (sense of achievement, career The survey 

also included “altruism,” “understanding of diversity,” “supportive environment,” “sense of contribution to society,” “self-

affirmation,” “self-actualization (achievement, career awareness, etc.),” “mental and physical health,” and “safe and secure 

environment. From the perspective of “improving well-being rooted in Japanese society,” we will analyze the literature on 

extracurricular activities and enrichment in Japan's curricula, as well as domestic and international educational policy 

literature, in an attempt to identify new issues and challenges that will contribute to future curricula reform. 

 The following suggestions were made regarding the issues of curriculum reform centered on extracurricular activities to 

improve the well-being of students in Japan. These are: (1) to consider the essential meaning of well-being, (2) to consider 

the essential meaning of rich minds, and (3) to envision a curriculum based on extracurricular activities.

Keywords: Extracurricular Activities, Well-being, Rich Minds, Issues, Japanese Society
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要　旨

　本研究の目的は，「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を図る特別活動の実践課題について，特
別活動で育成する豊かな心とは何かという視点から検討することである。日本社会に根差したウェルビーイン
グの要素としては，「幸福感（現在と将来，自分と周りの他者）」，「学校や地域でのつながり」，「協働性」，「利
他性」，「多様性への理解」，「サポートを受けられる環境」，「社会貢献意識」，「自己肯定感」，「自己実現（達成
感，キャリア意識など）」，「心身の健康」，「安全・安心な環境」などが含まれている。「日本社会に根差した
ウェルビーイングの向上」という視点から，我が国の教育課程における特別活動及び豊かな心の育成に関する
文献，並びに，国内外の教育政策に関する文献を分析し，今後の教育課程改革に資する新たな論点や課題の抽
出を試みた。
　わが国の児童生徒のウェルビーイングの向上を図る特別活動を中心とする教育課程改革の課題について，以
下のような示唆を得ることができた。それは，（1）ウェルビーイングの本質的な意味を考えること，（2）豊か
な心の本質的な意味を考えること，（3）特別活動を基軸とするカリキュラムを構想することである。

キーワード: 特別活動，ウェルビーイング，豊かな心，実践課題，日本社会
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